JST 教材「ソフトウェア工学」設計指針

　　　　　　　　　　　　　　　2004/4/20
タイトル: ソフトウェア工学

概要: コンピュータの発達によって、従来のように技術者が、自分に必要な技術計算を        コンピュータで行なうだけでなく、組み込みシステムなど大規模なソフトウェアを開発することが、一般的になってきた。これにともなって、仕様の決定、設計、実現、検査という工業生産の標準的なプロセスをプログラム開発にも適用する必要がでてきた。ソフトウェア工学の誕生である。本教材では、一般技術者が知っておかなければならない標準的なソフトウェア開発技術について解説する。

前提条件: 技術者としての実務経験がある

教育目標の分類に関しては、ISBOK の例に倣って、以下の４分類で示す。

                      １．言葉を知っているレベル

        　　　　　　　２．意味がわかるレベル

        　　　　　　　３．使えるレベル

        　　　　　　　４．応用できるレベル

I. ソフトウェア工学とは

目的：ソフトウェア工学の誕生の背景からその目標と意義を理解し，ソフトウェア工学の
　　枠組みを理解する.

目標：・ソフトウェア工学の誕生の背景からその目標と意義を理解する．[2]

      ・ソフトウェア工学の枠組みを，開発の手順であるプロセス，その成果物である
　　　　プロダクト，開発に従事する人，の3つの面から理解する．[2]

　　　・プロセスに基づいてソフトウェア開発を実施するプロジェクト管理の枠組みを理
　　　　解する．[2]

キーワード：ソフトウェア危機，開発プロセス，開発支援環境，プロジェクト，人的要因，
　　　　　　開発技術，管理技術

II. ソフトウェア開発プロセス

目的：ソフトウェア開発の手順を定義する開発プロセス，および，その構造と改善につい
　　　て理解する．

目標：・ソフトウェア開発プロセスとその構造を理解する．[2]

      ・ソフトウェア開発プロセスの構造の分類，および，その代表例であるウォータ
　　　　フォール型プロセスと機能追加（インクリメンタル）型プロセスとを理解する．[2]

　　　・ソフトウェアプロセスの国際標準 (ISO12207) と改善方法 (CMMI, ISO15504) 
　　　　を理解する．[2]

キーワード：ソフトウェアライフサイクル，ウォータフォール型プロセス，機能追加

   　　　　（インクリメンタル）型プロセス，ソフトウェアの保守と進化，
　　　　　　プロセス成熟度モデル (CMMI)，ISO12207，ISO15504

 III オブジェクト指向とモデリング

目的：大規模ソフトウェアの開発方法として標準となりつつあるオブジェクト指向の概念

 　　　とモデリングついて解説する

目標：・構造化の概念を理解する(2)

 　　 ・計算と状態遷移の関係について理解する(2)

 　　 ・簡単な状態遷移図が作れる(3)

 　　 ・クラスの概念を理解する(2)

 　　 ・オブジェクト指向の概念を理解する(2)

 　　 ・オブジェクト指向で設計するためのモデリングの必要性を理解する(2)

キーワード：構造化プログラミング、構造化分析、事象駆動型プログラミング、

 　　　　　 状態と状態遷移、データ抽象、クラス、オブジェクト指向、モデリング
IV オブジェクト指向分析

目的：ソフトウェア開発の最初に必要となる要求分析のためのモデリング技法について
　　　解説する

目標：・要求仕様を決める分析法について理解する(2)

　　　・分析と設計の違いを理解する(2)

　　　・モデリング記法としてのUMLの基本的な図の記法を理解する(2)

　　　・基本的なUML図で表現された要求モデルを理解できる(2)

キーワード： 要求分析、モデリング言語、ＵＭＬ、要求モデル

V オブジェクト指向設計

目的：要求分析の結果としての仕様書から構築するソフトウェアの設計をオブジェクト指
　　　向で行なう方法について解説する

目標：・ソフトウェア・アーキテクチャの概念を理解する(2)

      ・プログラムの静的側面(クラス図など)を理解する(2)

        ・クラス図からオブジェクト図を作れる(3)

        ・簡単なシステム記述から、ユースケース図，シーケンス図が作れる(3)

        ・プログラムの動的側面(状態図など)を理解する(2)

キーワード： パターン、フレームワーク、クラスライブラリー、クラス図、
オブジェクト図、ユースケース図、シーケンス図、状態図

VI ソフトウェアの構築と品質保証

目的：ソフトウェアの生産性向上のための方法を概観し、品質保証のための方法として
　　　ソフトウェアテスト法を解説する

目標：・ソフトウェア開発環境について理解する(2)

      ・ソフトウェアの正当性検証法について理解する(2)

キーワード： 開発環境、機能性、信頼性、使用性、検証技術

VII ソフトウェア開発と運用のマネージメント

目的：ソフトウェア開発をプロジェクトとして捉え、その管理技法について解説し、

      さらに完成したソフトウェアの運用技法について述べる

目標：・ソフトウェア開発における人間要素について理解する(2)

      ・統合開発環境を利用した開発の有効性について理解する(2)

      ・プロジェクト管理の必要性と方法について理解する(2)

      ・ソフトウェア保守とソフトウェアの進化について理解する(2)

キーワード： プロジェクト管理、統合開発環境、保守容易性、移植性、進化
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